
森 の 山 荘

この山荘は　ある夫妻の為に計画される

高木かが立ち並ぶこの敷地には

対の要素が存在する

沢と広場

谷と丘

選択肢があることは　人の意欲に影響を及ぼす

一度それがなくなると　一挙にストレスを感じる

都会の喧騒から逃れて安息の地を求め　この山荘に辿り着く

この建築もまた　対の要素で構成される

大きな自然の中に見つけ出される

対の要素を繋ぎ合わせることによって

自らを置く場を選べる　シーンによる可変性を備えた山荘を築く
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デザイン研修　「森のアトリエ」　石原佳剛

対の山荘

自然の樹木に触れながらアプローチする
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デザイン研修　「森のアトリエ」　石原佳剛

対の山荘

プランは２つのボリュームによって構成される



寝室 メインルーム

アトリエ１書庫

UB広場

沢

SECTION   1/200
デザイン研修　「森のアトリエ」　石原佳剛

0 5 10M1 3

対の山荘

地形に添うようにしてある森の中の山荘


